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魅力ある観光地づくりの財源検討に係る答申内容等についての説明会 会議録

● 開 催 日 時 ： 令和７年４月 25日（金）（13 時 30 分～15 時 15 分）

● 開 催 場 所 ： ふれあいプラザなのはな館 会議室１・２

● 参 加 者 数 ： 【宿泊関係者】22 名 【その他関係者】８名

【指宿市役所】15 名

【総計】45 名

※内容については簡略化して記載。敬体での発言についても常体に変換して記載。

○ 会次第

１ 開会

２ 市長あいさつ

３ 答申内容等説明

（１）魅力ある観光地づくりの財源検討に係る答申内容 について

（２）指宿市内の公共交通の現状について

（３）質疑応答

４ 閉会

○ 会議録 ※掲載している数値等については，発言した内容のとおり記載しています。

１ 開会

２ 市長あいさつ

【市長】

・人口減などで地域の産業が厳しい状況において，財源をどこに生み出すかということを様々な自

治体が苦労している中，指宿もその状況は全く同じである。とりわけ指宿においては観光に関わる

様々な分野は非常に大切であり，それについての特定の財源が非常に大きな力になるという思い

もあり，就任以降，地域の方々や他自治体の首長と意見交換を重ねてきた。

・皆様には昨年５月の観光協会の総会において副市長から話をさせていただいて，昨年７月から今

年３月まで約９ヵ月，検討委員会において熱心に審議いただいた。私から検討委員会へ諮問したの

は，一つ目は魅力ある観光地を作るために財源の必要性はどうかということ。二つ目は，もし財源

が必要ということであれば，どういう財源が良いのかということ。そして三つ目は，そういった財

源を作る際の課題はどういったことか。この三つについて諮問し，ちょうど１か月前の 3月 21日

に答申をいただいた。

・本日はその答申を含めて，丁寧に皆様に説明させていただきたいと思っておりますので，疑問点

など率直な意見を述べていただければ，今後進めていく上で非常に参考になると思うので，よろし

くお願いいたします。

３ 答申内容等説明

（１）魅力ある観光地づくりの財源検討に係る答申内容 について

【事務局】

答申内容，制度設計について説明。

（２）指宿市内の公共交通の現状について

【事務局】

指宿市内の公共交通の現状について説明
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（３）質疑応答

【宿泊施設】

・事業者としてやはり宿泊税の導入は負担が大きい。金銭的負担も大きいが，事務的な負担もかな

り大きなものになると思う。仲間内の事業者で聞いた内容を少し紹介させて欲しい。「入湯税で支

払拒否のトラブルが起きて徴収できない場合は施設側の負担で市へ支払っている」，「旅行代理店

を経由するケースではカード決済や手数料の問題で煩雑な事務処理が必要となるため，事務的負

担が大きい」，「PayPay などの電子決済やクレジット決済を使うと手数料を引かれて入金されるも

のが多く，売上でないものに手数料がかかることになる」，「その差額分は施設側の負担になり，計

算が煩雑になる」，「現金で徴収するためには大量の釣銭が必要になるため，小銭の準備や窓口の会

計が大変である」。色々な意見があるが，ＯＴＡの事前決済ばかりなので影響が少ないというとこ

ろもあるかもしれないが，やはり現場の負担はそれ相応に大きくなると思う。厳しい状況にある事

業所も多いと思うので，厳しい情勢の中で重い負担があっても，指宿の未来を魅力ある観光地にす

るために絶対に必要な事業だと核心を持てるような答えが得られるまで，絶対に議論をし尽くす

必要があると思う。

・どういった二次交通を考えているのかというのが見えてこないので，もう少し具体的に紹介して

欲しい。

【事務局】

・二次交通の定義について，皆様の考えるところの幅が広いかと思っている。

・検討委員会に参加された方々からも二次交通という言葉をたくさん聞いているが，それは指宿駅

から宿に行くことを言っているのか，あるいは駅から観光地に行くことを言っているのか，はたま

た様々な観光地を巡るようなものを言っているのか，私共としてはアンケートを取らせていただ

いて，皆様が一体どういうことを求めているのかということをまずは聞きたいと思っている。その

上で定期観光型のツアーバスが良いのか，あるいは個人で自由に動き回れるライドシェアのよう

なものが良いのか，はたまた乗り合いタクシーを観光客も利用できるものが良いのか，そこを擦り

合わせたいと思っているので，皆様方から広く意見を聞いた上で集約していきたいと考えている。

【宿泊施設】

・私は指宿市に転勤してきて８年経った。おかげでとても楽しませて貰っている。宿泊税について

は昨年の勉強会にも参加させていただいたが，指宿市の宿泊業の現状について押さえておきたい

と思う。

・2008 年は宿泊者数が 100 万人を超えていたが，その次の年からは 100 万人を切っている。2023

年は 48万人で，昨年は観光協会の調べだと 45 万人であり，半分以下に落ち込んでいる。宿泊者数

が減少していく中で多くの宿泊業者が廃業やリストラをしている。先ほど，二次交通の話があった

が，タクシーの数やタクシー会社自体も減っている状況であり，今年中には指宿市で最大規模の宿

泊施設が休業ということを聞いている。

・2021 年のコロナ禍には宿泊者数は 25 万人まで減少し，その時のランニングコストや投資額の返

済もまだ苦慮しているという状況のところが多いと思う。

・宿泊事業者を仲介して宿泊客から徴収するという案であるが，宿泊客にとっては宿泊税は宿泊料

金である。指宿市は薩摩半島の一番先端の方にあり，飛行場がある霧島市や新幹線がある鹿児島市

と常に競争しているわけだが，そこに負けてしまうのではないかという危惧を持っている。鹿児島

市や霧島市だけでなく，宮崎・熊本などの他地域と競争してるわけだが，指宿市だけが宿泊税を徴
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収するとなれば，わざわざ宿泊税を払いにここまでやってくるのか，価値が減っていくのではない

かと危惧している。指宿市では多くの宿が入湯税と消費税を徴収していて，三つ目に宿泊税が課税

になれば三重課税になる。

・厚労省の調査によると宿泊事業者の平均賃金は 259.5 万円であり，全産業の中でも最低である。

ちなみに指宿市役所の職員の給料は平均 667.9 万円でなので，それと比較すると 38％しかない。

決して指宿市役所の職員の給料が高いといってるわけでなく，生産性が非常に低い産業であるこ

とをお伝えしたい。常にその生産性を高めていく努力を私どもは行っているつもりである。

・フロント業務の煩雑さという話が先ほどあったが，私自身も結構大変なことだと感じている。入

湯税についてもお客様とよくトラブルになる。お風呂に入ってないのになぜ払わなければならな

いのか，集めた入湯税は何に使われているのかという声をよく聞く。入湯税の使われ方がよく分か

らないというのも周りの事業者からよく聞く。調べると温泉施設に入湯税が使われているという

データが出てきたが，具体的にはどこで使われているのか。

【事務局】

・温泉施設に対して入湯税がどのように使われているかということについて，令和５年度で申し上

げると砂楽に 160 万円程度使用している実績がある。

【宿泊施設】

・その他には何かあるか。1,400 万円程度使っているものがないか。

【事務局】

・観光施設の整備事業で 14,535,000 円を使用したというのは市のホームページに掲載している。

これは池田湖や魚見岳といった施設整備に使っている。

【宿泊施設】

・砂楽にも使われているということだったが，これを単純に考えると，私ども宿泊施設で徴収した

入湯税が砂楽に使われているというのは明らかな官業による民業圧迫ではないのかと感じてい

る。その辺はいかがか。

【事務局】

・入湯税の使途については法律で決められており，観光施設にも使えるということで，砂楽は温泉

施設であることから使わせていただいている。しかしながら，今後，砂楽に使うのもいかがなもの

かという考えもあって，令和６年度については砂楽の整備に入湯税は使わず，別の基金から充てる

ため，砂楽には使用しないように考えている。

【宿泊施設】

・別な基金という話があったが，入湯税がどのように使われているのかよく分からない上に，今度

は宿泊税もどのように使われるのか分からなくなってしまうのではないかという危惧がある。昨

年，市長に何に使うのか聞くと，指宿市は財源的に非常に厳しいので自由に使えるお金が全くない

と言われた。宿泊税を徴収するにあたって，我々宿泊事業者はフロントでお客様と話をしなければ

ならない立場である。お客様から徴収する宿泊税は何に使うのか聞かれた時に何と回答すれば良

いのか。お客様にレシートを渡す時に内訳を説明するが，宿泊税については「指宿市は財政が厳し
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いのであなたは宿泊税を払う義務が発生したんです」と説明をすることになると思う。そういった

理由でお客様が聞き入れてくれるのか，私は疑問である。具体的に何に使うのかということをはっ

きりさせれば説明をすることもできるかもしれないが，それがない。昨年私がそういう話をしてか

ら１年経っても何にもビジョンが出てこないのはどういうことなのかなと思う。

・二次交通という話があったが，既存のタクシーやバス会社，JR も指宿を走っていて，まあまあ

充実していると私は思っている。

・税の三原則の一番上にあるものは公平性である。一部の事業者から一部の利用者に徴税するとい

うのは公平性に欠けると思う。これはどういうことかというと，宿泊客のみに課税して日帰り客か

ら徴収しないということについて，日帰り客から徴収するのは現実的に難しいと思うが，宿泊事業

者は数も多くなく，徴収しやすいところから税金を徴収するというのは公平性に欠けると思う。そ

の辺はどうなのか。

・最後に，指宿の魅力をもう一度皆で考え直した方が良いのではないかと思う。私自身は他所から

この指宿にきて，とても素晴らしいところだと思っている。指宿市の三分の一は国立公園で，開聞

岳や池田湖，知林ヶ島があって，良い所はたくさんある。それを求めてお客様も来ていただいてい

る。温泉量も多く，おかげさまで私どもの宿も有り余るほどの温泉が沸いている。そういった素晴

らしいものがたくさんあるので，今あるものを生かしていけば指宿はこれからもやっていけると

思っていて，何かこれから特別なものが必要かというと，そんなことはないと私自身は思ってい

る。

【宿泊施設】

・以前は旅館組合の組合長を 10年程やっていた。その間に，地熱発電の問題や最近では新型コロ

ナウイルスの流行があり，その状況下において入湯税の使い道ということを考えてきた。入湯税は

観光目的税であり，万が一のために基金を貯めてるという説明も聞いてきたわけだが，新型コロナ

ウイルスが流行した時，観光にとってこれ以上の危機はまずないだろうと思ったため，基金がある

なら是非この機会に使っていただきたいというお願いもした。残念ながら入湯税は一般財源化し

ていて，消防車やゴミの処理などに充てられている部分が多いという説明を毎年聞いてきた。確か

に観光客はゴミを出すし，道路は使うし，万一の場合には救急車を利用するが，もう少し目的税と

いうことで目的に沿った具体的な使途があれば，今までの入湯税に関する疑問というのはなかっ

たと思う。

・今度は宿泊税を導入するというのであれば，是非入湯税の鉄を踏まないように，はっきりと目的

を明確にしていくべきだろうと思う。

・使途として７項目が挙げられているが，やはり一番大事なのは二次交通である。観光客が指宿市

に到着してから次はどこに行こうかという時に，交通手段を持たない旅行者は多い。我々高齢者は

特にそうである。レンタカーを運転することも危ぶまれ，タクシーも数が少ない状況であると，二

次交通の整備というのは大変必要であると思っている。そのために使うということが明らかであ

るならば，宿泊者や徴収する我々にはっきりと示していただきたい。

・例えば，この税金は観光地指宿において大変不自由している交通アクセスを改善するために，市

の財政だけでは足りない部分を皆様にご負担いただくのですというくらいの具体的な言葉で表現

していただけたらと思う。

・それからもう一つ，どういった使途で使われたのかという監査を是非我々宿泊事業者の代表にも

させていただきたい。そうすれば，基金として具体的にどこにどのように残っているのかというこ

とも明確になるし，お互いの不信感も生まれることはないのではないかと思う。
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【宿泊施設】

・私どもの施設では２年半前に新たなシステムを入れたが，その時に 140 万円程度費用がかかっ

た。それが定率となれば今のシステムでは対応できないと聞いている。システム改修の補助額は限

度額 50万円ということで，長崎市を参考にしたということであったが，これは恐らく定額での話

だと思う。定率であると今までのシステムとは多分変わってくると思われ，私どもの施設だと新た

に 120 万円費用がかかる。２年半前に 140 万円費用が掛かり，さらに 120 万円費用がかかるとな

ると，50 万円では全然足りない。その辺も検討していただかないと，このままでは私は反対の立

場になる。

【宿泊施設】

・入湯税が現在徴収されている中，新たに宿泊税を徴収したいというところでまず気になったの

が，なぜ宿泊税を取るのかということである。財源が足りないからということだが，具体的に何が

足りないのか。また，宿泊税を導入することによって，1.3 億円ぐらいが税収になるということで

あるが，これも机上の数字だと思う。導入後の影響力をしっかり考えて算定された金額なのか。導

入後，さらに宿泊客が減った場合，宿泊業が生業として成り立たなくなってきて廃業する事業者が

増えてくるかもしれない。そうなった時に市としても法人税含めて税収や財源が連鎖的に減って

くると思うので，様々な意見をしっかりと訴えさせていただきながら，本当に正しいことは何なの

か，全員が納得するのが理想だが，大多数の人が納得できるようなものにしていただくことが大事

かと考えている。

・昨日，人手不足対策についてのセミナーを聞いた。その中で，「無理・無駄・ムラ」が作業の中

にないかということを突き詰めていく必要性があり，一番効率的と思うこともさらに効率化でき

ないかと検証していく必要性があると学んだ。我々民間も行政も，本当に「無理・無駄・ムラ」が

ないのかということを考えてやっていただきたい。普段やっているとは思うが，さらに突き詰めて

いただき，財源が足りない中でも何とかして財源を捻出できないだろうかという努力や工夫をし

ていただいた上で，具体的にこういうことに使うのに本当に足りないから徴収していきたいとな

って，そこである程度理解が深まってくるのではないかと思う。是非不信感が募らないようにやっ

ていただきたいと思う。

・二次交通についても，今出来ることは何だろうかと，私も常日頃考えている。一人で出来ること

には限りがあるが，やはり地域に住んでいる皆様と協力することによって，もっと出来る可能性が

広がると思っている。民間だけでは出来ることに限りがあり，行政も限界があると思う。そこは官

民一体となって，出来る工夫をしていかないといけないと思う。そこには様々な法律の問題があ

り，行政としても制限があるしれないが，そこは一旦置いて，出来る可能性をしっかり考えた上

で，話し合っていくようなものを是非開いていただきたい。

・税収とまた別の話で，お金を取らなくても今ある「人と物」で何かできないだろうかと，そうい

った視点で広い視野で考えていただければと思う。

【宿泊施設】

・「指宿市魅力ある観光地づくりの財源検討委員会」の答申内容について，市が回答されるのか分

からないが，「魅力ある観光地」「選んでもらえる，再び訪れたくなる観光地指宿」という表現があ

るが，これが抽象的に感じた。重複するが，具体的なビジョンのようなものが設定されないまま，

財源だけが先行して検討されようとしていることに皆様は疑問を感じているのではないかと思っ

ている。例えば，「再び会いたいと思ってもらえる，魅力ある女性になりたい」と考えたときに，
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私であれば洋服や髪型を変えるなど具体的なアクションから始めると思う。洋服は何着必要とか，

髪型はどんな風なデザインにするなど具体的に決めて，初めてその資金を調達するのにどうした

ら良いのかと，そういった経緯で考えていくと思う。本当は家族に頼りたいところだが家計が厳し

いから資金はアルバイトをして私自身で稼いでいくとなって，そのアルバイト代が魅力向上のた

めに使われれば良いが，今懸念されてるのは，私が稼いだアルバイト代を我が家の家計に入れなさ

いと言われ，家のために使われていくことになり，納得がいかないということになる。そうならな

いように進めていただきたい。

・答申の２番目に「宿泊税が適当である」という部分についても疑問であり，宿泊税以外の候補や

検討があったのかというところもお聞きしたい。宿泊税だけでなくて，例えば観光業全ての方に徴

収に協力していただくというような方法も含めて，いくつかの策を検討した上で宿泊税が適当で

あると委員会の決定だったのか。

・税率についても宿泊料金の２％と仮で決められているが，客単価２万円の当施設で例えると，お

客様一人あたり 400 円徴収することになる。150 円の入湯税も含めると，一人あたり 550 円支払っ

てくださいというのは結構なインパクトである。そうすると，宿泊単価が高いところの方が不利で

はないかと思う。私どもはこれまで自己資金で設備投資をし，あるいはサービス向上などで宿泊の

付加価値を上げ，単価を向上して，指宿市の観光に貢献できる施設になろうと一生懸命頑張ってき

たが，頑張らない方が良いのではないかと思った。一生懸命に宿泊単価を上げて，上げた分だけお

客様から徴収する金額が大きくなるということは宿泊の高付加価値とは逆行するのではないか。

ひいては「魅力がある，稼げる指宿観光」からすると，やや逆行する動きでないかと思う。その辺

りをどのように整理されているのか。例えば多く支払った施設には多く恩恵があるなど，そういっ

た検討があるのか，知りたい。

・使途の中に「指宿ファン作り，観光客誘致」という項目もあるが，具体的なものは決まっていな

いと思うが，例えば，指宿市に泊まったら補助金を出すといったキャンペーンを仮に実施したとし

て，一生懸命宿泊単価を上げようと設備投資もしてきたところから多めに徴収し，補助金として施

設に還元するときには全ての観光客が等しく使えるとなると，やはり頑張らない方が良いのかな

と思ってしまう。

・特別徴収交付金について，納入額の 3.5％をキックバックするというような内容だが，仮に月 80

万円の宿泊税が徴収できて，戻ってくるのは 28,000 円になる。カード決済された時の手数料は我々

がカード決済会社などに支払わなければならないが，手数料分がやや戻ってくる程度であり，多く

徴収して納めていただいた宿泊事業者には多く戻りますよというほどは戻ってこない。これもや

はりあまり頑張らない方が良いのかなとモチベーションが落ちる。

【事務局】

・他の財源についての検討がされたかということについて，第１回検討委員会の中で魅力ある観光

地の財源というものを他自治体の事例を含めて，どういったものがあるのかということを検討さ

せていただいた。熱海市であれば別荘等の所有者に対す課税，宮島であると島に訪れた方に宮島訪

問税というのがある。入湯税についても委員から増額の意見があり，釧路市の阿寒湖が超過課税を

しているという説明をさせていただいた。この入湯税の超過課税となると全宿泊事業者が入湯税

を支払うわけでなく，温泉を使われているところに限るということもあり，宿泊税の方が公平では

ないかという話もあった。観光に着目した課税対象の比較検討ということもさせていただき，指宿

市に訪れたときを想定して，交通機関の利用や飲食・土産を購入するという流れを考えたときに，

行政コストを勘案すると宿泊行為に対しての課税が良いのではないかと，検討会の中では議論が
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されたところである。

・多く払ったところに恩恵があるのかという部分については交付金がそれに該当するものかと思

っており，５年間は 3.5％に 0.5％を加えると考えている。他自治体は一般的には 2.5％である。

【宿泊施設】

・宿泊者から税金を取りやすいからという事情で宿泊事業者が一生懸命集めた税金は，使われる時

には観光というものに広く分散されるということで，宿泊事業者に戻ってくる時には 3.5%か４%の

みということでよろしいか。

【事務局】

・納めていただく宿泊者の方の利便性あるいは魅力ある観光地を作ることで，宿泊事業者の方々に

とっても手助けてになるのではないだろうかということで，宿泊税とさせていただいている。

【宿泊施設】

・そうすると，やはり最初に決めるべきは目的だと思う。間違いなく宿泊に寄与するというアクシ

ョンプランを先に決定すること，これがなされなければ，財源を集め始めるという行動に移れない

のではないかと考える。

【事務局】

・指宿市では令和５年度から観光ビジョンを策定し，それに向けて多くの関係者の皆様を交えた形

でビジョン達成に向けた取り組みを始めている。そこを踏まえ，その会議の中で宿泊税の使途につ

いても決めていければと考えている。

【宿泊施設】

・併せて，条例でしっかりと決めておくということも大事か思う。何に使うのかというのと併せ

て，何には使わないということは決めておく必要があるかと思う。

【宿泊施設】

・常日頃，お客様をお迎えしていて，指宿市の将来はどうなっていくのかと気にしている。観光客

も先ほど統計上もどんどん減っているという話もあったが，日本の人口はどんどん減っていき，こ

れから団塊の世代の方々が旅行しなくなるとさらに減っていくということが予想されるが，観光

地として生き残っていくために，やはりお客様に来ていただかなければならない。こんな指宿にし

たいというビジョンを実現するためにはこういう財源がこれぐらい足りないので宿泊税を導入す

るという話であれば，非常に素直に入ってくる話だと思う。観光地として，魅力ある指宿市にどの

ようにしたいのか，是非市長から伺いたい。

【事務局】

・市長からは後ほど，まとめて話をしたいと思う。

・先ほどのシステム改修の質問について，定率を導入してる倶知安町では類似しているシステムを

入れているところが多く，制度設計がしやすかったというようなことが背景としてある。当初は検

討委員会の中では定額制で議論が進んでいたが，低廉な宿泊事業者を勘案し，仮に 3,000 円の宿

泊料金で２％の課税であれば 60 円ですむのに，定額であれば 200 円の課税というのはいかがなも
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のかという意見もあり，そうなると課税免除をするべきではないか等の議論があり，最終的には定

額よりも定率の方が公平感があるのではないかと決まった経緯がある。今後については宿泊事業

者でシステム改修の問題も違うかと思うため，聞き取りなどもさせていただき，今後の制度設計の

中で追加していければと思っている。

【宿泊施設】

・宿泊税というのは新たな財源ということになると思うが，色々調べると，各市町村の自主財源を

増やすための様々な努力の中で ふるさと納税というのが１番目に上がってくるかと思う。ふるさ

と納税の売上のうち 45%が市の財源になり，使途６項目の中で市長に一任するというのが一番多い

と聞いた。ふるさと納税についてもう少し増やす努力はされたのか。

【事務局】

・ふるさと納税については令和５年度の実績は約 1,675,000,000 円で，令和６年度の実績につい

ては 1,645,000,000 円程度を見込まれると考えている。これまで実績額が一番多かったのは令和

４年度の 1,718,000,000 円であり，これ以降も 18 億～20億円というところを目指してこの２年間

努力をしてきたが，令和６年度に関しては皆様がご存知の通り物価高騰などがあり，米やトイレッ

トペーパーなどの日用品が全国的に人気が集まっており，指宿市はそういった返礼品に注力して

いないため，令和６年度は寄付額が伸び悩んでいる状況である。取り組みとして，宿泊施設におい

て観光客の方に現地で二次元コードによる決済で寄付をしていただくといったことを行ってお

り，一定の効果が現れているところである。今年度の予算では 18億円を目標として立てていると

ころである。

【宿泊施設】

・魅力あるまちづくりのビジョンはぜひ皆様と共有しなければならないと思っている。いくらの財

源が必要なのか，それが５年・10年，５億円・10億円必要なのかということも含めて，検証して

いくとこも大事であるため，よろしくお願いしたい。

・定率について私どもの会社で揉んだが，かなり難易度の高い精算になるのかと思っている。宿泊

の種類でパック料金というのがあるが，例えば砂むし料金や飲み物代も含んでいるなどパターン

があるが，こういったものや２食分の食事代を差し引いたものに２％かけるという作業は，大変難

易度の高い作業になる。もちろん，お客様への提示もそうであるが，業者に請求を出す時も２％の

根拠の数字を出さなければならない。お客様の精算について領収書に宿泊税の根拠になる数字ま

で示さなければならないということは，２つ数字が入り込むことになり，食事代を抜いた料金が必

要になってくる。そうなるとフロント会計も，経理も厳しいと言う。私どもの施設としては，出来

ることなら入湯税のようにある程度の金額に応じた 100 円・200 円の課税の方がいろいろな業者や

お客様に対しても説明がしやすいのではないかという結論に至った。やはり定率のようにパーセ

ントで税額を算定するのは非常に負担の大きい作業かと思う。

【事務局】

・先ほど入湯税が何に使われているかよく分からないという意見があったため，令和５年度の決算

を基に紹介させていただく。入湯税の収入総額 61,492,000 円に対し，環境衛生施設に 549,000 円，

消防施設に 9,028,000 円を充当し，その他には観光施設の整備事業として観光振興基金に繰入し，

合計して観光関係には 51,915,000 円，入湯税の約 84％を使わせていただいている。
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【宿泊施設】

・最後に質問をさせていただきたい。まず今回の宿泊税の税収見込額 1.3 億円というのはどうや

って出たのか。宿泊者数の実績を元に単純に２％をかけ，導入翌年や翌々年も大体それぐらいの見

込みで税収は減らないという想定なのか。それとも宿泊客数が減るという最悪の事態も考えた上

で算出していることなのか，その辺を聞きたい。

・宿泊客数が伸び悩んでいる中で，日帰り客はそれなりの人数がいると聞いている。これはどうい

うことかというと，宿泊を指宿でせず，鹿児島市内に泊まる人が増えているということが言えるか

と思う。鹿児島市内はビジネスホテルも含めて，ホテルがどんどん増え，宿泊費用も安い。そうい

ったところの立地を含めて考えた時に，観光客は来ているが泊まらない，泊まらないから泊まって

もらう仕掛けづくりというのは必要だと思う。それは民間も行政と一緒になって魅力あるまちづ

くりをしないといけないとは思うが，その辺も考えた上でその財源として宿泊税を導入したいと

いう考えになってるのか。それとも財源が足りないから宿泊税を取るという話になっているのか，

そこを伺いたい。

【事務局】

・1.3 億円の試算については令和５年度の指宿市内の宿泊者数を基に，我々がネット上で各ホテル

の１泊２食付きの宿泊料金を拝見し，そこから食事代として 5,000 円を差し引くような形で計算

し，1.3 億円という数字が出ているところ。

【事務局】

・２点目の質問について，当然宿泊税を徴収する理由は財源が足りないという話でなく，魅力ある

観光地を作るということが大前提で，宿泊税を検討しているところである。話は逸れるかもしれな

いが，昨年の８月時点で大体 40 以上の自治体がこの宿泊税について検討している。鹿児島市につ

いても今年度，宿泊税を検討するための委員会が立ち上がると聞いている。その辺も注目していき

たいと思っている。

【市長】

・入湯税については旧指宿市の時から導入されており，ずいぶん歴史がある制度である。導入後約

70 年間，私が市長に就任してからその中の３年間を預かっているわけだが，使い道について十分

に説明がありそうでなかったということを今感じている。入湯税については国の法律の中で全国

的に導入されていて，こういう分野で使用できるという指定がある。それは消防であったりゴミ処

理であったりということに加えて，観光施設の磨き上げや観光に直接使うということで，指宿市で

は先ほど説明した通り，年によって違うが，概ね 85％から 90％の間で観光関係に使用し，残り

10％～15％をそれ以外の分野に使っている状況である。私自身，観光業界の皆様とは県議会の時代

から一緒に歩み，入湯税についても詳しく聞いてきたが，例えばホテル関係が多い高層の建物に届

くような消防車を準備するために財源に使われるなど，これまで入湯税が消防関係等に使われて

いたことには理由がある。やはり税の使い道については分かりやすさというのが非常に大切だと

思っている。観光課・財政課にも見直しを指示し，来年度に示す入湯税の使い方については観光関

連に 100%充てようかという方向で今検討している。

・観光ビジョンを作るために，専門部会等で飲食関係や交通関係の方々も含めて，たくさんの方々

に今後の取り組みについてご意見を伺い，「レトロでトロピカルな，初めてなのに懐かしいまち」

といったキャッチコピー・目標を作った。具体的な事業については観光戦略会議という意思決定の



10

場所を作った上で整理をしている。

・市民の生活に直結する福祉や教育というものとは違い，産業系は既に固まってるのではない。つ

まり，間違いなく宿泊税は観光業あるいは宿泊を含むまちの産業のために使うものであり，特定の

財源を持っているということは非常に安心して事業を進めることができるということで，我々も

自信を持って皆様にお願いしている。先ほどお話があった宿泊に結びつくような事業をたくさん

やってほしいという願いは，私も非常に努力をしなければならないと思っている。

・現在，プロジェクトマネージャー制度を活用して，プロジェクトマネージャーに来ていただき，

特にスポーツ施設を活用したイベントの誘致，あるいはできる限り宿泊を伴うような誘致を一生

懸命取り組んでいただいている。令和５年度と比べると令和６年度はかなり開催回数も増え，先日

の「おいどんリーグ」においてもトヨタやソフトバンクが来るなど，非常に良いイベントを実施す

ることが出来た。こういったものについても宿泊をとにかく優先するということを前提に，スポー

ツコミッションというのを作り，人を入れて注力をしていこうということで，こちらにいらっしゃ

る方にもメンバーに入っていただいて，様々な誘致活動であったり，連泊をしてくれる方々には大

会の主催者や合宿を決めていただいた方々に奨励金を差し上げたりという活動をしている。こう

いった活動も，確実な財源を手に入れようということになると，今お話ししている宿泊税を活用す

れば，さらに強力にプッシュできると思っている。

・目に見えないところでも取り組みたいと思うことがあり，本当に小さい例であるが，鹿児島県の

中で海岸を毎日見回りながら清掃するといった活動を行っている自治体は唯一指宿だけだと思

う。３人の清掃員に私からお願いしているのは，満遍なく清掃するのではなく，例えば知林ヶ島の

砂州が長く出現する季節の場合にはその周辺の美化清掃を重点的に実施してもらっている。季節

によってゴミの集まりやすい場所というのはプロの方々に聞くと決まっているそうで，冬の間は

鹿児島側から指宿にゴミが流れ，夏の季節は枕崎や南九州から長崎鼻の方に流れてくる傾向があ

る。そういうところにも実は一生懸命に人を充てながら支えている。

・人を充てるだけではなかなか進まないと思ったのは，例えば観光施設には必ずトイレがある。議

会の中でもトイレを綺麗にするべきという意見が結構ある。トイレをできるだけ綺麗にしたい，で

きるだけ和式は洋式に換えたい，さらに今の若い方々はウォシュレットが欲しいと言われる。そう

いった意見を踏まえてトイレを作ろうと思うと，私自身は家１軒分ぐらいだろうと思っていたら，

一番コンパクトに安く作って大体 5,000 万円～6,000 万円の費用がかかる。さらにしっかりと，多

目的トイレやオストメイト対応のトイレなどを整備すると，7,000 万円～8,000 万円の費用がかか

る。トイレをひとつひとつ綺麗に観光客が立ち寄ってくれるところのグレードを上げ，指宿にいら

っしゃった方には良い印象を持ってもらうことを頑張っていくためには，かなり費用がかかると

いうのが正直なところ。

・観光地としてもう一度指宿に来てもらうためには，できるだけ自分たちで財源を作ろうというこ

とで，昨年から開聞岳では「入山協力金」というのをいただくようにしている。これは，登山道に

関わる軽微な修繕や年間に 10数回程度救助に向かう山岳救助隊の方々の手当に充てている。登山

者に協力を得ながら，山に登ると 1回につき 200 円いただくようにお願いをし，今年から救助隊

の方々の手当や登山道の中で少しでも手を入れないといけないところについて，そのお金を充て

ている。できる限り市民の集めた税を使わずに，自分たちで財源を作れるのであれば，そういった

ものを使っていきたい。ネーミングライツを始めて，球場では５年間で 400 万円の収入を得てい

る。そういった費用も改修に使われせていただいている。

・ふるさと納税については私も状況を確認し，少なかった時には原因を追求している。マンゴーが

不作だったということであれば，マンゴー農家の方々からお話を聞き，できることがあればやって
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いく姿勢である。私が就任したときには 14 億数千万円であったのが，今は 16 億，17 億円ぐらい

で推移をしている。これでも南薩４市の中ではビリ争いである。指宿市はふるさと納税に取り掛か

るのが遅かったのか，それともふるさと納税のやり方が良くないのか，上手く事業を実施している

ところも参考にしながら，市役所自身がしっかりと稼ぎ，使っている財源についても断続的に見直

しを続けていけるように計画を作成している。

・指宿の財源についての様々な数値は，県内でもワーストという状態からスタートしており，なん

とか一つずつ順位をあげながら，まずはトップではなくて 10 位を目標に，一生懸命節約や効率化

を頑張っているところである。

・皆様の意見に応えられるように，具体的にまずはこれから使って次はこれに使おうということが

目に見えるような形でお示しできれば一番良いかと思うので，一生懸命検討を進めていきたいと

思う。良いまち，指宿を作りたいという一心で引き続き頑張りたいと思う。

【宿泊施設】

・最後に，６月のパブコメはどういった内容になるのか。

・宿泊事業者を対象にしたものなのか。

【事務局】

・パブコメについては本日の意見を踏まえ，庁内で検討していきたい。なお，対象は宿泊事業者に

限定したものでなく，全住民・国民が対象となる。

４ 閉会


